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〔特集〕東日本大震災から学ぶ
私たちの暮らしと環境問題
見直そう生活習慣　続けよう健康管理
介護予防で元気な生活を
10月29日(土)ふたみ記念館オープン

……②・③・④
……………………⑥

…⑧・⑨
………………………⑩

……⑯など

｢新緑に映えるあじさい｣
（平成22年6月19日　吾妻山公園にて撮影）
吾妻山公園のあじさいは6月中旬に見ごろを迎え
る予定です。

町の鳥　ヤマガラ
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皆
さ
ん
は
各
地
域
の
自
主
防
災
訓
練
な
ど

に
参
加
し
て
い
ま
す
か
？

　
災
害
時
、
町
も
最
大
限
の
防
災
支
援
を
し

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
む
し
ろ
、
災
害
発
生
直
後
は
各
々
の
防
災

活
動
が
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
各
地
域
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
防
災
訓

練
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
防
災
倉
庫
の
位
置
や
情
報
の
伝
達
方
法
な

ど
を
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

各
地
域
で
も
自
主
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

各
地
域
で
も
自
主
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

東日本大震災時　町の状況と対応東日本大震災時　町の状況と対応
３月11日（金）
　14：46　★三陸沖でマグニチュード9.0の地震発生。（二宮で震度5強を観測）
　　　　　　　○二宮町災害対策本部を設置。
　　　　　　　○発生直後より２日間、２時間おきに町内道路の巡回パトロールを実施。

　15：15　★茨城県沖でマグニチュード7.4の地震発生。（二宮で震度5弱を観測）

　16：08　★相模湾に大津波警報発令。
　　　　　　　○海岸への立ち入り禁止措置を行い、海岸の巡視を実施。
　　　　　　　○津波避難所として町立体育館を開設。（８名が避難し、うち６名が宿泊）
　　　　   ★JR東海道線の運転停止。
　　　　　　　○二宮駅に滞留した帰宅困難者に駅前町民会館を開放。
　　　　　　　   (131名が利用し、毛布と飲料水を提供）
　　　　　　　○鎌倉市へ校外学習中だった二宮中学校２年生175名が御成小学校へ避難・宿泊。
　　　　　　　  (教員が毛布を車で運び合流）

　19：15　　  ○神奈川県緊急援助隊（第１派遣隊）として、15日（火）まで町消防職員を７名派遣。

３月12日（土）○二宮中学校２年生が、鎌倉からバスで全員無事帰着。

３月17日（金）○神奈川県緊急援助隊（第３派遣隊）として、20日（日）まで町消防職員を６名派遣。

３月31日（木）○相模湾沿岸市町長が神奈川県知事に津波想定の見直しについて要望書提出。
　　　　　　　○３月中の義援金の受付・送金（3,505,628円）

４月４日（月）○３月28日～４月３日に受け付けた救援物資（31,513点）を提供。

４月18日（月）○一色防災コミュニティーセンターで５月11日まで被災者２名を受け入れ。

　　　　　　　○４月中の義援金の受付・送金（3,372,004円）

　　　　　　　○５月中の義援金の受付・送金（1,781,244円）《累計8,658,876円》
　　　　※二宮町の被害状況　人的被害・火災・建物：なし
　　　　　　　　　　　　　　道路被害：水道管破損１か所、舗装のひび割れ７か所

３月11日（金）
　14：46　★三陸沖でマグニチュード9.0の地震発生。（二宮で震度5強を観測）
　　　　　　　○二宮町災害対策本部を設置。
　　　　　　　○発生直後より２日間、２時間おきに町内道路の巡回パトロールを実施。

　15：15　★茨城県沖でマグニチュード7.4の地震発生。（二宮で震度5弱を観測）

　16：08　★相模湾に大津波警報発令。
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　　　　　　　○津波避難所として町立体育館を開設。（８名が避難し、うち６名が宿泊）
　　　　   ★JR東海道線の運転停止。
　　　　　　　○二宮駅に滞留した帰宅困難者に駅前町民会館を開放。
　　　　　　　   (131名が利用し、毛布と飲料水を提供）
　　　　　　　○鎌倉市へ校外学習中だった二宮中学校２年生175名が御成小学校へ避難・宿泊。
　　　　　　　  (教員が毛布を車で運び合流）

　19：15　　  ○神奈川県緊急援助隊（第１派遣隊）として、15日（火）まで町消防職員を７名派遣。

３月12日（土）○二宮中学校２年生が、鎌倉からバスで全員無事帰着。

３月17日（金）○神奈川県緊急援助隊（第３派遣隊）として、20日（日）まで町消防職員を６名派遣。

３月31日（木）○相模湾沿岸市町長が神奈川県知事に津波想定の見直しについて要望書提出。
　　　　　　　○３月中の義援金の受付・送金（3,505,628円）

４月４日（月）○３月28日～４月３日に受け付けた救援物資（31,513点）を提供。

４月18日（月）○一色防災コミュニティーセンターで５月11日まで被災者２名を受け入れ。

　　　　　　　○４月中の義援金の受付・送金（3,372,004円）

　　　　　　　○５月中の義援金の受付・送金（1,781,244円）《累計8,658,876円》
　　　　※二宮町の被害状況　人的被害・火災・建物：なし
　　　　　　　　　　　　　　道路被害：水道管破損１か所、舗装のひび割れ７か所

○安否確認・救助活動の模擬演習
○三角巾・人工呼吸などの実技訓練
○黄色いハンカチ運動
○防災倉庫の設置・管理
○他市町の防災訓練への参加
○防災センターの視察・研修　　　など
　※各地域により活動内容が異なります。

○安否確認・救助活動の模擬演習

各地域の自主防災活動

５月29日（日）釜野地区自主防災訓練の炊き出しの様子
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○
約
16
分

　
地
震
発
生
か
ら
津
波
の
情
報
を

知
る
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
は
、

全
国
・
被
災
地
と
も
に
平
均
で
約

16
分
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
地
で
は
、
津
波
情

報
が
発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
人
も
多
く
い
た
よ
う

で
す
。

　
○
30
年
以
内
に
70
％

　
政
府
の
地
震
予
知
研
究
推
進
本

部
に
よ
る
予
測
結
果
で
は
、
２
０

０
８
年
時
点
で
す
で
に
『
南
関
東

で
発
生
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

程
度
の
地
震
が
、
10
年
以
内
に

30
％
、
30
年
以
内
に
70
％
、
50
年

以
内
に
90
％
の
確
率
で
起
き
る
』

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
震
災
の
傷
跡
は
深
く
、
今
も
被
災
地
は
復
興
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
遠
い
地
で
発
生
し
た
地
震
で
す
が
、
二
宮
町
で
も
計
画
停
電
、

ガ
ソ
リ
ン
や
生
活
物
資
の
供
給
不
足
な
ど
様
々
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
き
い
地
震
が
30
年
以
内
に
70
％
以
上
の
確
率
で
起
き
る
可
能

性
が
あ
る
と
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
災
害
に
学
び
、
私
た
ち
も
準
備
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

日時　8月21日（日）
　　　9：00～12：00
訓練内容　避難訓練・津波
　警戒訓練・避難拠点基地
　開設、運営訓練　など

※J-ALERT（全国瞬時警報システム）を活用した広報や、停電
時を想定し各地域の半鐘を利用した広報などの訓練も実施し
ます。ぜひご参加ください。

2

東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ

町の木
つばき

町の花
カンナ

町の鳥
ヤマガラ

日時 8月21日（日）
総合防災訓練を実施します



4広報にのみや 平成23年6月10日

□落ち着いて、机の下に隠れるなど自分の身を守る。
□揺れが激しい時は無理をせず、おさまってから火の始末をする。
□ドアを開けて逃げ道を確保する。
　※津波や土砂災害の危険が予測される場合はすぐに避難する。

□家族の安全を確認する。
□火元を確認し、出火していたら初期消火をする。
□非常持出品を手近に用意し、靴をはく。

□余震に注意しながら、隣近所の安否を確認する。

□ラジオなどで正しい情報を確認する。
□家屋倒壊などのおそれがあれば避難する。

□子どもの迎えなど、自宅を離れる時は行き先などのメモを目立つ場所に残す。
□ガスの元栓を閉め電気のブレーカーを切る。

□火事などがあれば、隣近所と協力して消火や救出活動をする。

□家屋倒壊などのおそれがある場合は避難所で生活する。（壊れた家には入らない。）
□生活必需品は備蓄でまかなう。

　→食料と飲料水（１日３ℓ）を３日分備蓄しましょう！

　平
成
22
年
３
月
に
全
世
帯
へ
『
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
』
を
配
布
し
ま
し
た
。

　二
宮
町
は
、
一
部
地
域
を
除
き
、
海
岸
線
沿
い
の

標
高
が
高
く
、
津
波
被
害
は
少
な
い
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　し
か
し
、
万
一
の
状
況
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
浸

水
予
測
区
域
や
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

※

海
抜
10
ｍ
以
下
の
避
難
所
を
見
直
し
、
修
正
し

ま
し
た
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※

沿
岸
部
に
海
抜
表
示
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　

し
ま
し
た
。
避
難
す
る
際
な

　
　
　
　
　
　
　

ど
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　地
震
や
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
非
常
用
品
な
ど
を
用
意
し
て
い
て
も
、
自
分
の
心
の

準
備
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
結
果
的
に
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。

　い
つ
災
害
が
起
き
て
も
き
ち
ん
と
対
応
を
取
れ
る
よ
う
、
地
震
や
災
害
発
生
時
の
行
動
を
事
前
に
想
定
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
で
は
、
ど
ん
な
行
動
が
最
善
な
の
で
し
ょ
う
か
？

避
難
生
活
で
は…

　○
自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　○
集
団
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　○
助
け
合
い
の
心
を
忘
れ
ず
に
。

地震発生時の行動パターン
地震発生!!

津波災害指定避難場所
海抜

1～2分

3分

5分

5～10分

10分～数時間

～3日くらい

所在地名　称

二宮54-2

二宮88

二宮92

二宮98

山西102-1

山西218-10

川匂71

二宮中学校

海の星幼稚園

袖が浦公園

心泉学園

梅沢老人憩の家

町立体育館

茶屋老人憩の家

1

2

3

4

5

6

7

23.5m

22.9m

24.4m

22.4m

23.0m

22.5m

25.1m

※海抜は、道路台帳を参考としています。

津波ハザードマップをご存知ですか？津波ハザードマップをご存知ですか？

今
も
し
地
震
が
来
た
ら…



放送される情報

5

○
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
ジ
ェ
イ
・

ア
ラ
ー
ト
）
と
は

　『全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
』

の
こ
と
で
、
津
波
警
報
や
緊
急

地
震
速
報
な
ど
、
対
処
に
時
間

的
余
裕
が
な
い
事
態
が
発
生
し

た
場
合
に
、
国
が
人
工
衛
星
で

情
報
を
送
信
し
、
緊
急
情
報
を

直
接
・
瞬
時
に
伝
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　二
宮
町
で
は
、
町
内
の
防
災

無
線
で
一
斉
放
送
で
き
る
よ
う

導
入
し
ま
し
た
。
今
年
の
７
月

か
ら
本
格
運
用
予
定
で
す
。

○
東
日
本
大
震
災
で
も
活
躍

　こ
の
『
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
』
は
、

全
国
的
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

３
月
の
東
日
本
大
震
災
時
も
大

津
波
・
津
波
警
報
を
発
信
し
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ

　防
災
安
全
課
防
災
安
全
班

問
い
合
わ
せ

　都
市
整
備
課
計
画
指
導
班

○
な
ぜ
耐
震
診
断
が
必
要
？

　地
震
に
備
え
る
に
は
、
今
自

宅
が
ど
れ
く
ら
い
の
耐
震
性
を

有
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　耐
震
診
断
を
受
け
、
耐
震
性

を
数
値
で
表
す
こ
と
に
よ
り
、

倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ど
う

か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　診
断
結
果
が
悪
い
場
合
は
早

急
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

○
耐
震
診
断
受
診
の
め
や
す

　昭
和
56
年
６
月
に
建
築
基
準

法
が
改
正
さ
れ
、
耐
震
基
準
が

強
化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
よ
り
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造

住
宅
は
耐
震
診
断
を
受
け
た
方

が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
無
料
耐
震
相
談
会

　９
月
に
、
今
年
も
建
築
士
に

個
別
で
相
談
で
き
る
『
無
料
耐

震
相
談
会
』
を
開
催
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
大
震
災
な
ど
の
大
地
震
で
は
、

古
い
木
造
住
宅
が
数
多
く
倒
壊
し
、
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
発
生
す
る
大
地
震
に
備
え
て
、
住
宅
の
耐
震
化
を
図
る
こ

と
が
有
効
で
す
。

Ｊ-
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

Ｊ-
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

緊
急
情
報
は

地
震
に
備
え
て
自
宅
の
安
全
確
保
を
！

で
流
れ
ま
す

14：46頃　地震発生
　　　　↓
14：49
津波警報(大津波)発表
　　　　↓
14：49　
37市町村に対し、
大津波・津波警報発信

自然災害
●津波警報
●緊急地震速報
●地震速報　　　　　　　　など
有事情報
●弾道ミサイル情報
●航空攻撃情報
●大規模テロ情報　　　　　など

※警報が出たら、テレビやラジオをつ
け、情報収集に努めてください。ま
た、地震の場合は、周囲の状況に
応じて、あわてずに身の安全の確
保をしてください。

※実際の放送音声などは町ホーム
ページで聞くことができます。

放送される情報

誤差
０分!!
誤差
０分!!

　町では、建築物の耐震化促進のため、木造住宅の耐震診断補助制度を
設けています。
対象建物　昭和56年５月31日以前に建築確認通知書を受けて建築さ

れた地上２階建て以下で在来工法の木造住宅
          (店舗併用住宅、二世帯住宅を含む)
対 象 者　上記の木造住宅を有し、現在居住されている方
診　　断　㈳建築士事務所協会平塚支部に登録されている建築士が

直接自宅へ伺い、現地にて診断
補助費用　１件６万円のうち４万５千円を補助
　　　　　(後日町より補助します)
定　　員　20名(先着順)
申　　込　都市整備課計画指導班(内線285)へ電話で申し込み
　　　　　(平日８：30～17：15)
申込開始　６月20日(月)

木造住宅耐震診断補助制度木造住宅耐震診断補助制度

広報にのみや 町役場の電話番号平成23年６月号 ☎０４６３－７１－３３１１



6広報にのみや 平成23年6月10日

　環
境
問
題
の
原
因
に
は
私
た

ち
の
暮
ら
し
や
経
済
活
動
が
大

き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
電
気
や
ガ
ス
な
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
使
う
私
た

ち
の
生
活
は
環
境
汚
染
や
環
境

悪
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
悪
化
は
公
害
や

気
候
変
動
に
よ
る
災
害
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
形
に
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
、
生
活
や
健
康
、
生
命
を
脅

か
し
て
い
ま
す
。

・
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
マ

イ
バ
ッ
ク
、
マ
イ
ボ
ト
ル
、

マ
イ
箸
を
使
う

・
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
た

め
に
節
電
す
る

・
車
の
停
車
中
は
エ
ン
ジ
ン
を

切
る

・
水
を
大
切
に
使
う
な
ど

◎
エ
ア
コ
ン

・
室
温
は
、
28
℃
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。(

削
減
率
10
％)

◎
照
明

・
日
中
は
不
要
な
照
明
を
消
し
、

夜
間
も
照
明
を
で
き
る
だ
け

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　（
削
減
率
５
％
）

◎
ジ
ャ
ー
炊
飯
器

・
早
朝
に
タ
イ
マ
ー
機
能
で
１

日
分
ま
と
め
て
炊
い
て
、
冷

蔵
庫
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

（
削
減
率
２
％
）

◎
待
機
電
力

・
リ
モ
コ
ン
の
電
源
で
は
な
く
、

本
体
の
主
電
源
を
切
り
ま

し
ょ
う
。
長
時
間
使
わ
な
い

機
器
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ

ラ
グ
を
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
（
削
減
率
２
％
）

　一
人
ひ
と
り
の
節
電
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

町
施
設
も

　節
電
し
て
い
ま
す
。

　施
設
内
が
暗
い
、
ま
た

こ
れ
か
ら
の
夏
場
は
特
に

施
設
内
が
暑
い
と
感
じ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
町
の
施
設
も

節
電
し
て
い
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　こ
の
た
び
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
皆

様
に
大
変
な
ご
不
便
と
ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
電
力
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
は
改
善
を
み
せ
て
い
る
も
の
の
、
電
力
消
費
が
ピ
ー
ク
と

な
る
夏
場
に
は
電
力
需
給
が
逼
迫
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
引

き
続
き
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
り
一
層

の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

　東
京
電
力
株
式
会
社

　平
塚
支
社

　カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　０
１
２
０

－

99

－

５
７
７
６

〜
み
ん
な
で
節
電
し
ま
し
ょ
う
〜

　エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は

28
度
を
心
が
け
、
　県
民
一

体
と
な
っ
て
、
大
規
模
停
電

を
回
避
し
ま
し
ょ
う
。

と

　き

　６
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　13
時
〜
15
時

と
こ
ろ

　神
奈
川
県
内
全
域

そ
の
他

　結
果
は
分
析
し
、

夏
季
の
取
り
組
み
に
つ
な

げ
ま
す
。

　
　神
奈
川
県
総
務
局
企
画

調
整
課
（
☎
０
４
５

－

２
１

０

－

２
１
２
８
）

　東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
特
に
夏
場
は
深
刻
な
電
力

不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
大
規

模
停
電
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
家

庭
や
企
業
で
い
っ
そ
う
の
節
電

対
策
を
し
、
一
人
一
人
が
節
電

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

政
府
は
夏
の
平
日
９
時
〜
20
時

の
節
電
目
標
を
昨
年
と
比
べ
て

使
用
電
力
の
15
％
以
上
を
抑
制

す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

夏
を
迎
え
る
前
に
、
も
う
一
度

節
電
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

６
月
は

 

環
境
月
間
で
す

６
月
は

 

環
境
月
間
で
す

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
環
境
問
題

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
環
境
問
題

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

具
体
的
な
節
電
方
法

特
に
今
年
は
節
電
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

東
京
電
力
か
ら
節
電
の
お
願
い

問 今
年
の
夏
至
は

　
節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ひ
っ
ぱ
く
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●
交
付
金
の
目
的

　
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
住

民
の
自
治
意
識
を
高
め
な
が
ら
、

各
地
域
の
振
興
や
町
全
体
の
発

展
に
つ
な
げ
る
た
め
に
町
か
ら

交
付
し
て
い
る
も
の
で
す
。

各
地
区
の
活
用
事
例

○
町
行
事
へ
の
参
加

○
防
災
資
機
材
購
入

○
震
災
対
策
を
主
と
し
た
自
主

防
災
強
化

○
地
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

○
隣
市
町
と
の
海
岸
清
掃

○
夏
祭
り
大
会
経
費

○
ど
ん
ど
焼
き
経
費

　
な
ど

　自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地

区
に
関
心
を
持
っ
て
、
地
域
住

民
の
一
人
と
し
て
地
域
活
動
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
町
民
協
働
班

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

平
成
23
年
度
地
域
活
動
支
援
交
付
金

地　区 交付額
（円） 地　区 交付額

（円）

一　色

緑が丘

百合が丘１

百合が丘２

百合が丘３

中　里

元町北

元町南

富士見が丘１

富士見が丘２

※交付額は①基礎額（230,000 円）　②世帯割…世帯数×1,200
　円を合計して計算されています。
※世帯数は平成 23 年 4 月 1 日現在の数値です。

緑が丘地区パトロールの風景
（平成22年6月撮影）

666,800

1,058,000

869,600

942,800

989,600

1,719,200

1,251,200

1,034,000

789,200

812,000

富士見が丘３

松　根

上　町

中　町

下　町

梅　沢

越　地

茶　屋

釜　野

川　匂

560,000

417,200

831,200

414,800

1,503,200

1,163,600

632,000

1,006,400

1,030,400

498,800

　
公
共
施
設
課
は
昨
年
度
に
公

共
財
産（
土
地
・
建
物
）管
理
の

集
約
化
を
図
り
、
公
共
施
設
の

効
率
的
な
運
用
を
目
指
す
目
的

で
新
た
に
設
置
さ
れ
た
課
で
す
。

◇
施
設
管
理
班
（
２
名
）

◇
営
繕
検
査
班
（
２
名
）

・
公
有
財
産
、
庁
用
車
の
管
理
・

総
括
調
整

・
庁
舎
、
町
民
セ
ン
タ
ー
、
駅

前
町
民
会
館
、
地
域
集
会
施

設
（
児
童
館
、
老
人
憩
の
家

及
び
公
会
堂
）
の
運
営
・
維

持
管
理

・
工
事
、
委
託
業
務
の
検
査
・

検
収

・
物
品
の
検
査
・
検
収

・
土
地
開
発
公
社
、
行
政
界
に

関
す
る
こ
と

　
な
ど

　
業
務
内
容
が
、
公
共
財
産
の

管
理
と
い
う
こ
と
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
直
接
関
わ
る
機
会
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域

活
動
の
拠
点
と
な
る
児
童
館
、

老
人
憩
の
家
や
公
会
堂
、
そ
し

て
各
種
団
体
・
町
民
活
動
の
拠

点
と
し
て
の
町
民
会
館
や
町
民

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
と
お

し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
公
共
用
地
を

効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
、
未

利
用
地
の
整
理
売
却
な
ど
を
行

い
効
率
の
よ
い
財
産
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
管
理
面
で
は
今
後
益
々

厳
し
く
な
る
財
政
状
況
を
考
慮

し
た
中
で
、
施
設
の
延
命
化
の

た
め
の
改
修
計
画
の
策
定
や
、

将
来
に
向
け
て
個
々
の
施
設
の

必
要
性
を
検
討
す
る
な
ど
、
よ

り
効
率
的
で
有
益
な
運
用
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
発
注
す
る
工
事
、

委
託
業
務
を
、
よ
り
適
正
な
事

業
執
行
が
さ
れ
る
よ
う
検
査
検

収
体
制
の
整
備
も
図
っ
て
い
き

ま
す
。　

庁
舎
や
地
域
集
会
施
設
な
ど

の
こ
と
で
、
お
気
づ
き
の
点
や

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　役
場
の
業
務
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
各
課
の
仕
事
紹
介
」

「
各
課
の
仕
事
紹
介
」

連載公
共
施
設
課

広報にのみや 町役場の電話番号平成23年６月号 ☎０４６３－７１－３３１１

　町
内
全
20
地
区
と
町
と
の
連
携
を
深
め
、
各
地
域
の
事

業
や
運
営
を
支
援
す
る
た
め
に
、「
地
域
活
動
支
援
交
付
金
」

を
毎
年
６
月
上
旬
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　独
創
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
！
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保
健
指
導

　
健
康
診
査
の
結
果
に
よ
り
、

保
健
指
導
が
必
要
な
方
に
は
、

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
に
よ
る

健
康
ア
ド
バ
イ
ス
や
運
動
・
料

理
教
室
な
ど
の
案
内
を
お
送
り

し
ま
す
。
申
し
込
み
の
な
い
方

に
は
町
か
ら
教
室
な
ど
の
お
勧

め
の
電
話
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

健
康
相
談

　
町
で
は
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
健
康

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
診
査
や
検
査
結
果
な
ど
の

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
お
越
し
の
際
は

事
前
に
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

電
話
で
の
相
談
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
他
の

相
談
機
関
を
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
健
康
に
生
活
す
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
で
す
。
町
の
健
康
診

査
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
予
防
教
室

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

健
康
管
理
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
予
防
課

医    療    機    関 住    所 健 康 診 査 実 施 日 時
平成23年度　健康診査実施医療機関及び実施時間一覧表（50音順）

備　　　考
井上整形外科
☎７２－４１１４
尾上クリニック
☎７１－１６１２
加藤クリニック
☎７１－８４４３
こうの内科・循環器科クリニック
☎７２－６７０１
さだもとクリニック
☎７２－５７３７
住田医院
☎７１－０１７９
たけすえ小児科
☎７１－９７３５
西山クリニック
☎７１－１２１２
二宮胃腸内科クリニック
（旧：二宮中央胃腸外科）
☎７３－２９１１
二宮しおみクリニック
☎７０－６２８８
二見整形外科
☎０４６５－４３－２９２１
百合が丘クリニック
☎７３－００８２
横山医院
☎７２－２５８０

百合が丘
1-1-1
二宮
795
百合が丘
2-4-1
二宮
884
二宮
821-10
二宮
122-8
二宮
904
二宮
1285-1

中里
989-7

二宮
479-5
川匂
6
百合が丘
2-1-2
二宮
1048-2

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

月・火・水・木・金
土
月・火・木・金
土
月・火･水・木・金
土
月・火・金
水・土　
月・火・木・金
水・土

月・火・水・金・土

水・木・金

月・火・水・木・金
土・日・祭日

月・火・木・金
土
月・火・水・金
土
火・水・金
月・土
月・火・水・金
木

9:00～11:30、15:00～17:00
9:00～11:30
9:00～11:30、15:00～17:00
9:00～11:30
8:45～11:30、13:30～16:00
8:45～11:30
8:45～12:00、14:45～16:45
8:45～12:00
9:00～12:00、15:00～18:00
9:00～12:00

9:00～11:30

10:00～18:00

9:00～12:00、14:00～17:00

9:00～12:00、15:00～18:00
9:00～12:30、14:00～17:00
9:00～11:30、14:00～17:00
9:00～11:30
9:00～11:30、15:00～17:00
9:00～11:30
9:00～11:30、15:00～17:00
9:00～11:30

（注）都合により休診となる場合がありますので、ご注意ください。
（注）食後 10 時間以上空けて受診してください。ただし、水とお茶は飲んでもかまいません。

65 歳以上の方は、
要予約。ﾚﾝﾄｹﾞﾝなし。

月・火・木・金

土

9:00～12:00、14:00～17:00

9:00～12:00

広報にのみや 町役場の電話番号平成23年６月号 ☎０４６３－７１－３３１１

診
査
費
用

　
受
診
さ
れ
る
医
療
機
関
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査

　
２
，０
０
０
円
（
１
，０
０
０
円
）

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

　
５
０
０
円
（
１
０
０
円
）

大
腸
が
ん
検
診

　
５
０
０
円
（
１
０
０
円
）

前
立
腺
が
ん
検
査

　
１
，０
０
０
円
（
５
０
０
円
）

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
６
０
０
円
（
３
０
０
円
）

※
(

　)

内
は
70
歳
以
上
か
、
町

民
税
非
課
税
世
帯
、
65
歳
〜

69
歳
の
重
度
障
害
者
医
療
受

給
者
の
方
の
自
己
負
担
額
。

※

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方
は

免
除
さ
れ
ま
す
。

8広報にのみや 平成23年6月10日積極的に運動しましょう！
温水プールで体力づくり！

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善

し
、
健
康
で
活
動
的
な
生
活
を

維
持
す
る
た
め
に
健
康
診
査
が

今
年
も
７
月
１
日
（
金
）
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
６

月
下
旬
に
受
診
券
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
左
記
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
受
診
し
た
こ
と
が
な
い

方
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
受
診
し

て
異
常
の
な
か
っ
た
方
も
安
心

せ
ず
、
年
に
一
度
は
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
要
指
導
の
方
も
ま
だ
大
丈
夫
！

町
の
健
康
相
談
や
保
健
指
導
な

ど
の
各
種
事
業
を
活
用
し
生
活

習
慣
を
改
善
し
て
、
健
康
な
体

に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
す
で
に
医
療
機
関
で
治
療
さ

れ
て
い
る
方
は
、
今
後
も
主
治

医
と
よ
く
相
談
し
健
康
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　今
年
も
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

を
対
象
に
特
定
健
康
診
査
（
40
歳
〜
74
歳
）・
健
康
診
査

（
75
歳
以
上
）・
特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
実
施
期
間

の
後
半
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

一
．
特
定
健
康
診
査

　（
40
歳
〜
74
歳
）

　
問
診
、
身
体
計
測
、
腹
囲
、

視
触
診
、血
圧
測
定
、尿
・
脂
質
・

貧
血
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・
血

糖
検
査
、
心
電
図

二
．
健
康
診
査

　（
75
歳
以
上
）

　
問
診
、
身
体
計
測
、
視
触
診
、

血
圧
測
定
、尿
・
脂
質
・
肝
機
能
・

血
糖
検
査

三
．
任
意
の
検
査
項
目

　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
大
腸
が

ん
検
査
（
便
潜
血
二
日
法
）、

前
立
腺
が
ん
検
査
（
60
〜
74
歳

男
性
対
象
）、Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
（
40
歳
及
び
過
去
未
受

診
の
方
）
な
ど

※

国
保
以
外
の
方
で
特
定
健
診

を
町
内
で
受
診
す
る
場
合
は
、

が
ん
検
診
な
ど
の
任
意
の
検

査
項
目
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
象

　
４
月
１
日
現
在
、
町
の
国
民

健
康
保
険
ま
た
は
県
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
。（
該
当
者
に
は
６
月
下
旬

に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。）

健
康
診
査
実
施
期
間

　
７
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
10
月
31
日（
月
）

※

特
定
健
康
診
査
、
健
康
診
査
、

任
意
の
検
査
項
目
の
受
診
期

間
で
す
。

持
ち
物

・
受
診
券

・
保
険
証

・
重
度
障
害
者
医
療
証

　（
65
歳
〜
69
歳
）

健
康
診
査
結
果

　
健
康
診
査
の
結
果
は
、
再
度

受
診
し
て
必
ず
医
師
の
結
果
説

明
を
受
け
、
健
診
票
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

見
直
そ
う
生
活
習
慣

　続
け
よ
う
健
康
管
理

見
直
そ
う
生
活
習
慣

　続
け
よ
う
健
康
管
理

年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　あ
な
た
の
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
！

年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　あ
な
た
の
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
！

受診者の診断区分別
の割合を見ると、要
医療の方が多く見ら
れます。健康診査は
生活習慣病の早期発
見・早期治療に役立
ちます。

女性 男性
平成22年度診断区分別の割合

異常なし
29％

異常なし
29％

要指導
27％

要指導
30％

要医療
44％

要医療
41％
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介
護
保
険
は
平
成
12
年
４
月

か
ら
開
始
さ
れ
、
社
会
全
体
で

支
え
る
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
原
則
的

に
40
歳
以
上
の
方
全
員
が
介
護

保
険
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
方
と
、
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
方
で
は
保
険
料

の
納
め
方
が
異
な
り
ま
す
。

40
歳
か
ら
64
歳
の
方
　

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

保
険
料
（
税
）
と
一
緒
に
納
め

ま
す
。

○
給
与
所
得
者

 

（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
）…

　
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方（
自
営
業
の
方
な
ど
）…

　
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
と

し
て
納
め
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方…

　
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険

組
合
・
共
済
組
合
に
よ
っ
て
支

払
い
方
法
や
算
定
方
式
が
異
な

り
ま
す
。
詳
細
は
、
加
入
さ
れ

て
い
る
組
合
へ
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

65
歳
以
上
の
方

○
特
別
徴
収
の
方…

　
　
　

　
受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
年

間
18
万
円
以
上
の
方
が
対
象
で
、

公
的
年
金
か
ら
年
６
回
の
年
金

支
払
い
月
に
分
け
て
天
引
き
さ

れ
ま
す
。

○
普
通
徴
収
の
方…

　
町
か
ら
郵
送
さ
れ
る
納
付
書

を
用
い
て
金
融
機
関
窓
口
で
納

め
る
方
法
で
す
。
年
額
を
10
回

の
納
期
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

※

65
歳
に
な
っ
た
方

　
は
じ
め
は
普
通
徴
収
で
納
め

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
特
別

徴
収
の
対
象
者
と
し
て
該
当
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
、
６

〜
10
か
月
後
に
天
引
き
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
大
事
な
財
源
で
す

老
後
最
大
の
不
安
で
あ
る
介
護
を

　
　
　
　
　
　
　
社
会
全
体
で
支
え
ま
し
ょ
う

保
険
料
は

　
ど
の
よ
う
に
納
め
る
？

　
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
、

保
険
料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、

未
納
期
間
に
応
じ
て
給
付
（
介

護
サ
ー
ビ
ス
）
が
一
時
差
し
止

め
に
な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担

が
１
割
か
ら
３
割
に
な
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

な
く
て
も
、
将
来
利
用
す
る
場

合
に
制
限
が
出
て
き
ま
す
の
で
、

保
険
料
は
必
ず
納
め
て
く
だ
さ

い
。 保

険
料
を
滞
納
す
る
と
？

　
普
通
徴
収
の
方
は
、
保
険
料

の
納
付
の
手
間
や
納
め
忘
れ
を

防
ぐ
た
め
に
も
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
町
内

の
金
融
機
関
窓
口
か
役
場
で
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

　
持
ち
物
・・・
納
付
書
、
通
帳
、

口
座
に
登
録
さ
れ
た
印
鑑

問
い
合
わ
せ

　
高
齢
障
が
い
課
高
齢
介
護
班

便
利
な
口
座
振
替
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第一
段階

第二
段階

第三
段階

第四
段階

第五
段階

第六
段階

第七
段階

○生活保護受給者
○老齢福祉年金受給者で、世帯全員が町
　民税非課税

24,000円

24,000円

36,000円

45,600円

48,000円

60,000円

72,000円

81,600円

基準額×0.50

基準額×0.50

基準額×0.75

基準額×0.95

基準額

基準額×1.25

基準額×1.50

基準額×1,70

所得段階 対象になる方

所得段階別保険料年額（65歳以上の方の介護保険料）

保険料 基準額に対する割合

世帯全員が町民税非課税で、
前年の合計所得と公的年金等収入額の
合計が80万円以下
世帯全員が町民税非課税で、
前年の合計所得と公的年金等収入額の
合計が80万円を超える
世帯の誰かに町民税が課税されており、
本人が非課税で、前年の合計所得金額と
公的年金等収入額の合計が80万円以下
世帯の誰かに町民税が課税されており、
本人が非課税で、前年の合計所得金額と
公的年金等収入額の合計が80万円を超える

本人に町民税が課税されており、
前年の合計所得金額が200万円未満

本人に町民税が課税されており、
前年の合計所得金額が200万円以上
400万円未満

本人に町民税が課税されており、
前年の合計所得金額が400万円以上

広報にのみや 町役場の電話番号平成23年６月号 ☎０４６３－７１－３３１１ 10広報にのみや 平成23年6月10日

　
「
転
倒
し
て
骨
折
し
た
。
」

「
入
院
し
た
ら
、
認
知
症
が
進

ん
だ
。
」
な
ど
元
気
な
時
に
は

考
え
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
身
体
機
能
が
あ
っ
と

い
う
間
に
低
下
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

き
っ
か
け
を
少
し
で
も
遅
ら
せ

る
こ
と
が
介
護
予
防
で
す
。

　
心
身
の
老
化
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
自
分
の
生
活
上
の
問
題
点

を
知
り
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

介
護
予
防
を
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
質
問
に
答
え
て
結
果
を
判
定

で
き
る
簡
単
な
方
法
に
変
わ
り

ま
し
た
。
日
常
生
活
に
必
要
な

生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

★
対
象
者
★

　
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
方
で
、
今
年
は
一
色
小
学

校
区
に
お
住
ま
い
の
方
が
対
象

で
す
。
来
年
以
降
、
順
次
各
地

区
の
方
に
郵
送
し
ま
す
。

★
実
施
方
法
★

　
６
月
上
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

郵
送
し
ま
す
。
お
答
え
い
た
だ

い
た
後
に
、
体
の
状
態
の
判
定

結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
支
援
班

こ
ろ
ば
ん
塾

・
運
動
機
能
の
教
室
で
、
ス

ト
レ
ッ
チ
・
ス
テ
ッ
プ
運

動
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

を
実
施

・
年
間
４
コ
ー
ス
で
初
級
・

中
級
各
２
コ
ー
ス

・
週
１
回
　
１
回
３
０
０
円

に
ぎ
わ
い
塾

　
10
名
程
度
が
集
ま
れ
ば
、

認
知
症
予
防
や
転
倒
予
防
な

ど
健
康
的
な
老
後
を
送
る
た

め
の
出
前
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

元
気
ア
ッ
プ
教
室

　
運
動
機
能
・
口
腔
機
能
の

向
上
、
栄
養
改
善
、
認
知
機

能
向
上
の
複
合
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

・
10
月
〜
12
月
　
１
コ
ー
ス

・
１
月
〜
３
月
　
２
コ
ー
ス

・
週
１
回
　
１
回
３
０
０
円

す
こ
や
会

　
元
気
ア
ッ
プ
教
室
卒
業
者

の
介
護
予
防
教
室
で
す
。

・
月
２
回
　
１
回
３
０
０
円

・
体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど

・
場
所
は
ラ
デ
ィ
ア
ン
な
ど

　
成
年
後
見
制
度
は
認
知

症
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害

な
ど
に
よ
っ
て
、
判
断
能
力

が
十
分
で
な
い
方
を
法
律
的

に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

★
法
定
後
見

　
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

方
が
、
日
常
生
活
に
関
す
る

事
や
財
産
管
理
な
ど
に
お
い

て
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

家
庭
裁
判
所
の
審
判
で
選
任

さ
れ
た
、
後
見
人
・
保
佐
人
・

補
助
人
が
援
助
者
と
な
り
ま

す
。
　

★
任
意
後
見

　
本
人
の
判
断
能
力
が
不
十

分
に
な
っ
た
と
き
に
、
本
人

が
あ
ら
か
じ
め
結
ん
で
お
い

た
任
意
後
見
人
が
本
人
を
援

助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
の
方
・
・
・

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
☎
71

－
７
０
８
５
）

障
が
い
者
の
方
・
・
・

　
高
齢
障
が
い
課

　
　
　
　
障
が
い
者
支
援
班

介
護
予
防
で

　　元
気
な
生
活
を

介
護
予
防
で

　　元
気
な
生
活
を

筋力や口腔機
能などを鍛え
ることで、認
知症やうつな
どの防止につ
ながります。

卒業したら

見
つ
け
よ
う

　
　老
化
の
サ
イ
ン

元
気
な
う
ち
か
ら

　
　
　介
護
予
防
！

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
対
象
の
方
に
送
り
ま
す

成
年
後
見
制
度
の
ご
利
用
を

こうくう

★
介
護
予
防
事
業
★

　
教
室
の
対
象
者
に
は
、

ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
っ
て
何
？

　

　す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
は
じ
ま
り

　戦
後
間
も
な
い
日
本
で
は
貧

困
に
よ
る
少
年
の
非
行
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
状
況
に
心
を
痛
め
た
東

京
・
銀
座
商
店
街
の
人
た
ち
が

中
心
と
な
り
、
昭
和
24
年
に
犯

罪
や
非
行
の
予
防
と
少
年
保
護

を
広
く
訴
え
る「
銀
座
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
契
機
と
し
て
昭
和
26
年

か
ら
全
国
的
な
運
動
と
し
て
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

犯
罪
や
非
行
の
予
防

　犯
罪
や
非
行
は
、
経
済
的
・

家
庭
的
・
年
齢
的
な
ど
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
発

生
す
る
も
の
で
す
。

　「地
域
と
の
交
流
」
は
、
こ

れ
ら
の
要
因
を
含
み
な
が
ら
も

犯
罪
や
非
行
を
思
い
と
ど
ま
ら

せ
る
、
一
つ
の
大
き
な
抑
止
力

に
な
り
ま
す
。

　無
関
心
で
は
な
く
「
こ
ん
に

ち
は
」「
大
丈
夫
？
」「
お
か
え

り
」「
た
だ
い
ま
」
と
い
っ
た

声
か
け
が
犯
罪
の
な
い
社
会
へ

の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

過
ち
を
犯
し
た
人
の
立
ち

直
り
を
サ
ポ
ー
ト

　罪
を
償
い
、
社
会
の
一
員
と

し
て
立
ち
直
る
た
め
に
は
本
人

の
強
い
意
志
が
必
要
で
す
。

　し
か
し
、「
犯
罪
者
」
と
い

う
レ
ッ
テ
ル
や
冷
た
い
視
線
は
、

社
会
で
の
居
場
所
を
奪
い
、
悪

い
仲
間
と
再
び
行
動
す
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
。

　更
生
・
復
帰
に
は
社
会
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　そ
の
人
を
受
け
入
れ
、
と
も

に
正
し
い
道
を
生
き
て
い
く
と

い
う
思
い
が
、
社
会
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
は
必
要
な
の
で

す
。

更
生
保
護
を
支
え
る

　町
に
は
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
保
護
司
」

が
い
ま
す
。

　保
護
司
は
保
護
観
察
対
象
者

の
指
導
や
生
活
環
境
の
調
整
、

犯
罪
予
防
活
動
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　更
生
保
護
の
考
え
を
伝
え
、

安
全
・
安
心
な
社
会
を
目
指
す

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
今
年
も

強
調
月
間
に
合
わ
せ
て
７
月
１

日
（
金
）
に
駅
、
西
友
二
宮
店
、

ヤ
オ
ハ
ン
二
宮
店
、
ク
リ
エ
イ

ト
二
宮
山
西
店
の
４
か
所
で
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
、
ど
う
し
て
犯

罪
や
非
行
が
起
き
て
し
ま
う
の

か
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の

た
め
に
、
自
分
に
は
何
が
で
き

る
の
か
を
皆
さ
ん
で
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　福
祉
課
社
会
福
祉
班

「
お
か
え
り
」

　　　　　

「
た
だ
い
ま
」

「
お
か
え
り
」

　　　　　

「
た
だ
い
ま
」

第
61
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動（
法
務
省
主
唱
）

７
月
は
強
調
月
間
で
す

第
61
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動（
法
務
省
主
唱
）

７
月
は
強
調
月
間
で
す

昨
年
の
啓
発
活
動
の
様
子
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◆
受
益
者
負
担
金
と
は

　公
共
下
水
道
を
整
備
し
普
及

す
る
こ
と
は
、
自
然
環
境
や
生

活
環
境
の
向
上
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道

整
備
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

　下
水
道
整
備
予
定
区
域
内
の

土
地
に
対
し
て
、
原
則
、
工
事

を
行
う
年
度
に
賦
課
し
て
い
ま

す
。

◆
負
担
金
の
額

　土
地
の
面
積
に
450
円
／
㎡
を

乗
じ
た
金
額
で
す
。

◆
今
年
度
の
納
付
は

　対
象
者
に
は
、
６
月
上
旬
に

納
付
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
各
金
融
機
関
窓
口
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
一
括
納
付
お
よ

び
期
別
納
付
の
第
一
期
は
６
月

30
日
が
納
付
期
限
で
す
。

　受
益
者
負
担
金
の
納
付
方
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
一
年
分
を
４
期
で
分
割
納
付

②
一
年
分
を
一
括
納
付

一
括
納
付
の
期
限

　６
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
一

括
納
付
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
。

　東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
に
は
、
別
の
免

除
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　７
月
末
ま
で
に
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
や
手
続
き
方
法
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　東
日
本
大
震
災
に
よ
る
避

難
者
世
帯
等
を
対
象
に
、
県

営
水
道
料
金
や
下
水
道
使
用

料
の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

《
水
道
料
金
》

被
災
者
世
帯
・
受
入
世
帯

と
も
に
基
本
料
金
減
免

　県
企
業
庁
企
業
局
平
塚
水

道
営
業
所

（
☎
22―

２
７
１
１
（
代
））

《
下
水
道
使
用
料
》

被
災
者
世
帯
は
全
額
減
免
、

受
入
世
帯
は
基
本
料
金
減

免　町
下
水
道
課
業
務
班

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　掲
載
し
て
い
ま
す
。

③
二
年
分
を
一
括
納
付

④
三
年
分
を
一
括
納
付

※

口
座
振
替
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

④
は
今
年
度
で
納
付
完
了
。

　そ
れ
以
外
は
残
分
を
来
年
度

　以
降
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
一
括
納
付
で
最
大
10
％
お
得

　一
括
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、

前
納
報
奨
金
額
が
差
し
引
か
れ

た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　報
奨
金
は
、
前
納
と
な
る
額

に
、
３
年
分
前
納
は
10
％
、
２

年
分
前
納
は
７
％
、
１
年
分
前

納
は
４
％
を
乗
じ
た
金
額
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　下
水
道
課
業
務
班

問
い
合
わ
せ

　保
険
予
防
課
保
険
年
金
班

一
括
納
付
が
お
得
で
す
！

一
括
納
付
が
お
得
で
す
！

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
は

未
納
に
し
な
い
で
、国
民
年
金

未
納
に
し
な
い
で
、国
民
年
金

―

免
除
・
納
付
猶
予
制
度―

　経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
、
申
請
す
る
と
保

険
料
の
支
払
い
が
免
除
ま
た
は

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
免
除
制
度

　前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
内

で
あ
る
場
合
に
、
申
請
を
し
て

認
め
ら
れ
る
と
、
保
険
料
の
全

額
・
半
額
・
４
分
の
３
・
４
分

の
１
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　免
除
額
の
差
は
前
年
所
得
の

額
に
よ
り
ま
す
。
免
除
分
を
差

し
引
い
た
保
険
料
を
納
め
な
い

と
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
離
職
者
や
風
水
害
な

ど
の
被
災
者
は
、
所
得
に
関
係

な
く
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

〈
対
象
期
間
〉

　申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
、
７

月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま
で
が
免

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
平
成
23
年
７
月
末
ま

で
は
、
平
成
22
年
７
月
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
学
生
納
付
特
例
制
度

　学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
難
し
い
方
の
た
め
の
特
例

制
度
で
す
。
学
生
期
間
の
保
険

料
納
付
を
猶
予
し
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
申
請
に
必
要
な
も
の

　年
金
手
帳
と
印
鑑
の
ほ
か
、

申
請
理
由
や
制
度
の
種
類
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置

す
る
と
、
将
来
的
に
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
保
険
料
を

納
め
る
か
、
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

期別

1年分一括

2年分一括

3年分一括

納付方法 報奨金額
今年度の
納付金額

納付額の参考例　165㎡（約50坪）の土地： 受益者負担金74,250円の場合

なし

730円お得！

2,980円お得！

6,710円お得！

25,450円

25,450円

49,850円

74,250円

25,450円

24,720円

46,870円

67,540円

実際の
納付金額

広報にのみや 町役場の電話番号平成23年６月号 ☎０４６３－７１－３３１１



今年累計
空き巣など
出店荒しなど
ひったくり
車 上 狙 い
自転車盗など
そ の 他
合 計

4月
0
1
0
0
4
7
12

0
1
0
3
16
35
55

●オレオレ詐欺チェック表●
　１つでも「はい」があったら、オレオレ詐欺の可能
性があります。警察にご連絡ください。
・最近「電話番号が変わった」という連絡があった。
・振込みを息子や孫などから電話で頼まれた。
・今日中に振り込んでほしいと言われた。
・振込先の口座名は知らない人である。
・現金を知り合いに渡してほしいと言われた。

≪だまされるな！その電話　電話の相手はニセ者だ≫
　息子さんやお孫さんから「携帯電話の番号が
変わった」と電話がきたら、それはオレオレ詐欺
です。すぐ警察に通報してください。

　町長から主な事業や町の状況について説明し
ます。また、次期総合計画策定に向けた「まち
づくり」をテーマに意見交換もあります。
　全７回、昼間の開催もありますので対象地区
にかかわらずご参加ください。今年度は若者と
のふれあいトークも８月と10月に開催します。
詳細は｢お知らせ版7月号｣をご覧ください。

　　企画財政課広報統計班

大磯警察署だより

目指せ！可燃ごみ50％削減

「町長とのふれあいトーク」

大磯警察署
☎72－0110

行政相談委員の改選

14広報にのみや 平成23年6月10日

町の人口（平成23年5月1日現在）

総 数
世帯数

29,454人
11,410世帯

（　22）
（　24）（ ）内は前月比

※平成22年国勢調査速報値を基礎数値にしています。
※速報値では男女別人口が公表されていません。

おわびと訂正
　広報にのみや5月号9ページ「町の鳥「ヤマガラ」
シンボルマーク決定」の記事で二宮中学校3年生
佐藤千粋さんは、2年生の誤りでした。おわびして訂
正いたします。

と　き ところ 対　象
7月9日(土)
10時～12時

ラディアン 元町北、元
町南地区

7月30日(土)
19時～21時

一色防災コミュニ
ティーセンター

一色、緑が
丘地区

売却価格

前月との比較

前月との比較今月
6,570㎏

処理費用量

0円
300,850円
△70円

20,681円
2,440円

323,901円

0円
1,581,500円
10,060円
106,317円
14,490円

1,712,367円

253,920円
0円

11,400円
126,336円
△27,300円
364,356円

15,870㎏
35,180㎏
△450㎏
3,760㎏
780㎏

55,140㎏

446,560円
0円

22,020円
721,392円
2,623,530円
3,813,502円

27,910㎏
169,130㎏
17,850㎏
21,470㎏
56,300㎏
292,660㎏

剪定枝等
古紙・布類
空きビン
金属類

樹脂類①②③
合計

※剪定枝は、堆肥化したものを6月9日～12日にラディアンで開催される「環境づくりフォーラム展」で無料配布します。

資
源
ご
み

419,858円

4月分

421,610㎏

処理費用量
毎日出るごみ
（可燃ごみ） 15,719,703円

平成18年度同期比較　▲18.5％

資
源
ご
み
の
売
却
価
格
と
処
理
費
用

みんなで

　つくろ
う

　　安心の
街

　意見内容および１市２町ごみ処理広域化推進会
議の考え方を閲覧できます。
閲覧場所　生活環境課窓口、町民サービスプラザ、
　　　　　ラディアン事務所窓口、町ホームページ
　　生活環境課環境政策班

ごみ処理広域化実施計画骨子案に
対する意見募集等の結果

　行政相談委員は総務大臣から委嘱を受けて、相談
者から国の仕事に関する苦情などの相談を受け付
け、助言や関係行政機関へのあっせんをしています。
　また、町社会福祉協議会の「心配ごと相談」に協力
し、10月にはラディアンに特設会場を設けて皆さ
んのご相談に応じています。
○行政相談委員
　（平成23年4月1日）
　古川　則子さん
　西尾　宣子さん（新任）
　　企画財政課広報統計班
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せ
せ
ら
ぎ
公
園
は

　
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
季
節

　せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
は
、
吾
妻
山
の
コ
ス
モ
ス

（
７
月
〜
８
月
）
や
徳
富
蘇
峰

記
念
館
の
梅
園
（
１
月
中
旬
〜

２
月
中
旬
）
と
と
も
に
「
か
な

が
わ
花
の
名
所
１
０
０
選
」
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　白
や
紫
の
鮮
や
か
な
花
を
咲

か
せ
る
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
、
６

月
の
上
旬
一
週
間
ほ
ど
が
見
ご

ろ
で
す
。

　ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
花
言
葉
は
、

「
優
雅
、
優
し
い
心
、
信
頼
」

な
ど
で
す
。
花
言
葉
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
観
賞
を
す
る
と
、

新
た
な
魅
力
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　同
時
期
に
見
ご
ろ
を
迎
え
る

ア
ジ
サ
イ
や
ア
ヤ
メ
の
彩
る
美

し
い
風
景
も
楽
し
ま
す

　な
お
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
は
、

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共

交
通
機
関
を
お
使
い
に
な
る
か
、

町
内
を
ゆ
っ
く
り
散
策
し
な
が

ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

ホ
タ
ル
と
の
共
存
を
目
指
し

て
い
る
の
で
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ

ブ
の
病
気
な
ど
に
対
す
る
薬

剤
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
咲
き
具
合
に
影
響

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
園
時
間

　８
時
30
分
〜

　

　
　
　
　
　17
時

休
園
日

　年
中
無
休

入
園
料

　無
料

・
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

・
ア
ジ
サ
イ

・
ア
ヤ
メ

問
い
合
わ
せ

　都
市
整
備
課
公
園
緑
地
班

見ごろの花
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☎

１
１
３
３

　

４
３
１
０

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.ninom
iya.kanagaw

a.jp/
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
info@

tow
n.ninom

iya.kanagaw
a.jp

ご意見などは、企画財政課までお寄せください。

6

16

二
宮
町
企
画
財
政
課

１０月２９日（土）

　現
在
、
１
９
３
３
年
に
春
陽

会
展
で
初
入
選
し
、
画
壇
に
デ

ビ
ュ
ー
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
「
温
か
い
部
屋
」
を
は
じ
め

と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
作
品
の

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
本
紙
で
は
随
時
、
画

伯
や
作
品
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　「
資
産
を
二
宮
町
の
た
め
に

役
立
て
た
い
」
と
い
う
ご
遺
志

に
よ
り
土
地
と
建
物
が
寄
贈
さ

れ
、
ふ
た
み
記
念
館
と
し
て
二

宮
町
出
身
の
二
見
利
節
画
伯
の

遺
作
を
展
示
・
保
存
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　二
見
画
伯
の
作
品
を
多
く
の

方
に
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

文
化
の
向
上
や
日
帰
り
観
光
の

中
心
的
な
役
割
の
ひ
と
つ
を
担

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
画
伯
の

生
誕
100
年
を
記
念
し
て
10
月
29

日(

土)

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　記
念
館
は
２
２
１
、
９
３
㎡

の
平
屋
建
て
で
、
太
陽
光
発
電

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
使
用
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
設
計
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
木
材
は
県
木
材

（
杉
・
ヒ
ノ
キ
）
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

二
見
利
節
略
年
譜

（
１
９
１
１
〜
１
９
７
６
）

　吾
妻
村
（
現
・
二
宮
町
茶

屋
地
区
）
出
身

28
歳

　文
展
（
現
・
日
展
）

特
選
に
入
賞

31
歳

　軍
に
召
集
さ
れ
、
満

州
へ
。
沖
縄
に
て
終

戦

35
歳

　沖
縄
か
ら
帰
国

58
歳

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
へ

絵
の
旅
へ

61
歳

　日
動
画
廊
に
て
個
展

65
歳

　逝
去

　二見画伯の作品をご寄贈いただ
ける方、展示の際に貸し出してい
ただける方、作品の所在について
ご存知の方はぜひご連絡ください。
　　生涯学習課生涯学習班

探しています！

　二
宮
町
出
身
の
異
才
の
洋
画
家
、
二
見
利

節
（
ふ
た
み
と
し
と
き
）
画
伯
の
記
念
館
が

10
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
準
備
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

ふたみ記念館オープン！

山西小
釜野橋

釜野橋
町民運動場

P

山西プール

川勾神社

二宮西中

東海道本線

国道１号線

ふたみ記念館

運動場入口

川勾神社入口 山西 吾妻山入口




